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当たり前の生活が当たり前でなくなった今、
新たな当たり前を創り、全員で前に進むために団結ガンバロー
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２
０
２
０
年
10
月
11
日（
日
）、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
於
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
第
30
回
定
期
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
策
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
、会
場
の
収
容
人
数
50
％
以
下
、１
人
１
席
な
ど
最

大
限
の
対
策
を
行
っ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。会
場
に
は
、中
央
常
任
委
員
19
名
、委
員
69
名
が
集
結
。冒
頭
、鶴
石
委
員
長
は
、感
染
リ
ス
ク
の

中
、エッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
最
前
線
で
業
務
に
勤
し
ん
で
い
る
組
合
員
に
感
謝
を
述
べ
、課
題
提
起
を
行
っ
た
。全
体
質
疑
で
は
、

「
安
全
」「
青
女
活
動
」「
組
織
」「
政
治
」な
ど
、18
名
の
委
員
か
ら
39
項
目
に
わ
た
り
意
見
が
出
さ
れ
、活
動
方
針
を
補
強
し
た
。そ
の
後
、

委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン・サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
、活
動
方
針
等
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、新
た
な
役
員
体
制
が
発
足
し
た
。委
員
長
に
再
任
さ
れ
た

鶴
石
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、第
30
回
定
期
委
員
会
は
閉
会
し
た
。

藤
田
　
祐
也
（
岡
山
地
本
）

●
コロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
取
り
組
み

や
活
動
に
つい
て
、収
束
し
た
時
、元

に
戻
す
の
で
は
な
く
、良
い
取
り
組

み
は
残
し
て
ほ
し
い
。

●
岡
山
地
本
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

約
70
名
規
模
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

を
開
催
す
る
。中
央
本
部
と
し
て

要
請
や
注
意
事
項
が
あ
れ
ば
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
会
社
の
経
営
状
況
に
つい
て
、組
合

だ
け
で
な
く
、会
社
か
ら
も
発
信
す

る
よ
う
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
。

清
水
　
栞
奈

（
本
社
総
支
部
・
大
阪
鉄
道
病
院
）

●
コ
ロ
ナ
専
用
病
棟
が
設
立
さ
れ

専
門
課
外
の
患
者
を
他
病
棟
で

受
け
入
れ
る
な
ど
、不
慣
れ
な
状

況
で
勤
務
を
行
って
い
る
。最
前
線

で
働
い
て
い
る
医
療
従
事
者
に
光

が
当
た
る
よ
う
、特
別
手
当
な
ど

の
新
設
を
お
願
い
し
た
い
。

岡
田
　
隼
人

（
本
社
総
支
部
・
大
阪
鉄
道
病
院
）

●
配
偶
者
へ
の
対
応
が
会
社
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
り
、
結
婚
休
暇
を

利
用
し
づ
ら
い
状
況
が
あ
る
。
取

得
制
限
の
撤
廃
や
買
取
な
ど
の
検

討
を
要
請
す
る
。

岡
　
秀
洋
（
福
知
山
地
本
）

●
今
年
度
の
新
規
加
入
行
動
は

例
年
と
は
違
う
取
り
組
み
と
な
っ

た
が
、全
員
加
入
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

抵
抗
感
は
あ
る
が
、対
面
で
の

活
動
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。工

夫
を
凝
ら
し
て
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
の
悪
化・

年
末
手
当
見
直
し
に
よ
り
、多
く

の
若
手
組
合
員
が
生
活
に
不
安

を
覚
え
て
い
る
。組
合
活
動
か
ら

距
離
を
置
い
て
し
ま
う
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
。

　

改
め
て
、年
末
手
当
減
額
の
意

味
と
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
こ
だ
わ
っ
た

春
闘
の
成
果
を
、青
女
組
合
員
に
伝

え
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

●
福
知
山
市
長
選
で
大
橋
市
長

が
再
選
。若
手
組
合
委
員
も
選
挙

活
動
に
参
加
し
た
が
、
政
治
へ
の

関
心
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。ユ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
テ
ー
マ
が
政
治
と

い
う
こ
と
で
、ぜ
ひ
来
年
度
に
開

催
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

原
　
飛
鳥
（
西
バ
ス
地
本
）

●
鉄
道
で
は
一
時
帰
休
、バ
ス
で
は

他
有
給
に
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
。

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

現
状
、未
加
入
者
で
も
雇
用
が

守
ら
れ
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
な
い
組
合
員
が
出
始
め
て

お
り
、東
労
組
の
よ
う
な
組
織
の
瓦

解
が
起
き
る
可
能
性
も
秘
め
て
い

る
。目
に
わ
か
る
組
合
員
に
寄
り
添

う
方
法
と
し
て
、組
合
費
の
一
時
的

な
減
額
は
で
き
な
い
か
。

●「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」に

つ
い
て
、離
合
集
散
を
繰
り
返
し
、

選
挙
に
勝
つ
た
め
に
手
段
を
選
ば

な
い
動
き
に
嫌
気
が
差
し
て
く
る
。

尾
本
　
樹
哉
（
広
島
地
本
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、い
か
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
す
る
か
。

●
青
女
世
代
の
組
合
意
識
を
高

め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

中
央
本
部
の
考
え
方
を
教
え
て
ほ

し
い
。

●
オ
ペ
室
勤
務

者
の
待
機
勤
務

な
ど
様
々
な
課

題
に
対
し
て
、

広
島
地
本
と
病

院
支
部
は
今
後

も
連
携
し
て
い

く
。

●「
交
通
政
策

を
す
す
め
る
会
」

の
見
え
る
化
を
。

藤
岡
　
俊
輔
（
神
戸
地
本
）

●
昨
年
の
定
期
委
員
会
で
発

言
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
内
容
が
制

度
化
さ
れ
感
謝
申
し
上
げ
る
。

●
活
動
が
減
り
、余
っ
た
組
合
費

を
返
金
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
青
女
組
合
員
が
基
本
組
織
と
青

女
の
役
員
を
兼
務
す
る
こ
と
に
対

し
負
担
を
感
じ
て
い
る
。

　

青
女
活
動
を
経
験
し
、基
本
組

織
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
本
来
の

姿
。今
一度
本
部
か
ら
発
信
し
て
ほ

し
い
。

●
副
業
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。強
く
会
社
に
要
請
し
て

ほ
し
い
。

松
本
　
康
平
（
和
歌
山
地
本
）

●
若
手
組
合
員
や
手
当
が
少
な
い

職
種
は
生
活
す
る
の
に
精
一
杯
で

あ
る
。今
後
の
賃
金
の
見
直
し
に

つい
て
教
え
て
ほ
し
い
。

●「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」

で
は
、誰
が
何
を
し
て
い
る
の
か
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
。誰
も
が
一
目
見

て
わ
か
る
よ
う
な
、分
か
り
や
す
い

説
明
し
や
す
い
資
料
の
作
成
を
お

願
い
す
る
。

板
倉
　
尚
也
（
米
子
地
本
）

●
新
入
社
員
の
配
属
が
な
い
支
部

が
あ
る
。
技
術
継
承
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
新
入
社
員
の
継
続
的
な

配
置
を
要
請
す
る
。

岩
崎
　
拳
斗
（
中
バ
ス
地
本
）

●
バ
ス
会
社
の
超
勤
あ
り
き
の
給

与
体
制
の
現
状
は
大
変
厳
し
い
。

基
本
給
の
引
上
げ
に
つ
い
て
、中
央

本
部
か
ら
も
働
き
か
け
を
お
願
い

し
た
い
。

●
来
年
度
は
バ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
を
目
指
し
た
い
。

はじめに
　感染リスクの中、エッセンシャルワー
カーとして、最前線で業務に勤しんで
いただいている組合員のみなさんに感
謝を申し上げる。
　一度決めた年間臨給を見直す事は、
雇用を守るための苦渋の決断である。
理解をお願いしたい。
　下ばかり向いていても何も始まらな
い。私たち青年女性委員会が前を向き、
歩みを進めていこう。
安全について
　福知山線列車事故から15年６ヵ月、
伯備線触車事故から14年９ヵ月が経
過した。
　ＪＲ西日本に入社した以上、事故を
知り、伝えていくことは義務である。
　同じ意識を共有できていないとまた
事故が起きる。安全に対する取り組み
に終わりはない。世界で一番安全な鉄
道を作り上げていこう。
　守るべきもの・やるべきことをしっか
りと実践し、安全で安心して働ける職
場を共に作り上げていこう。
政治と労働組合の関わりについて
　安倍首相が辞任し菅新総理大臣が
誕生。そんな中、立憲民主党と国民民
主党の一部を除く議員が合流した。
　ＪＲ西労組の政治の基本方針は、私
たちの理念・政策に賛同する議員と、
政治的課題に取り組むことである。
　来年10月までには衆議院選挙があ
る。皆さんの貴重な１票をお願いする。
　また、私たちが働く会社の固定資産
税減免や、雇用調整助成金の延長、
仲間であるＪＲグループの経営支援を

国に要請する
ために、署名活動を行っている。
　私たちの未来のため、全員が最低５
人の名を書いて頂くようお願いする。
組織について
　皆さんのおかげで、新入社員666名
全員に加入をしていただいた。コロナ禍
の中での取り組みに、改めて感謝を申
し上げたい。新入組合員がJR西労組で
よかったと感じてもらえる組織を作り上
げなければという責任を感じている。
　コロナ禍のため、歓迎会など行うこと
ができず、新入社員にJR西労組がどう
いった組織なのか感じてもらう機会が
ない。このような状況だからこそ、普段
からのコミュニケーションを大事にし、
青女委員会の魅力・やりがい・誇りを
伝えて頂きたい。
青女活動について
　青年女性委員会の活動の目的は「仲
間づくり」である。多くが集まり、膝を突
き合わせて話をする。この当たり前の
光景が、新型コロナウイルスにより、す
べて奪われてしまった。また、生活スタ
イル、考え方までが大きく変わってし
まった。
　今までの常識が、当たり前でなくなっ
てしまった今、前に進むため、新たな活
動を創るしかない。
　今だからこそ、やらなければならない、
出来ることを考えなければならない。
　やまない雨はない。未来を信じて新
しい活動を青女委員会みんなで作り上
げていこうではないか？ＪＲ西労組が
先頭に立ち、活動を切り拓こう。
　　　　　　　　　　 鶴 石　 貢
 

時
代
に
応
じ
た

　
　
　
　 

取
り
組
み
を

最
前
線
の

医
療
従
事
者
に
光
を

新
入
社
員
の

　

 

継
続
的
な
配
置
を

厳
し
い〝
超
勤
あ
り
き

の
給
与
体
制
〞

結
婚
休
暇
の

取
得
制
限
撤
廃
を
！

「
交
通
政
策
を

す
す
め
る
会
」の

分
か
り
や
す
い
資
料
を

寄
り
添
う
組
合
と
し
て

「
組
合
費
の
減
額
」を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
制
度
化
に

感
謝

広
島
地
本・病
院
支
部
は

今
後
も
連
携
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ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

　
　
　

開
催
を
切
望

未
来
を
信
じ
、新
し
い
活
動
を 
　
　

青
年
女
性
委
員
会
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
こ
う

全
体
質
疑

鶴石青年女性委員長挨拶（要旨）

今だからこそ、新たな当たり前を
創り上げていこう！


